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午前９時58分開会 

渡辺文化施設担当統括課長代理：それでは、皆様、おはようございます。少々早めでは

ございますが、皆様おそろいということですので、始めさせていただきたいと思います。 

 本日は、お忙しい中、御出席いただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまから令和４年度第１回東京都現代美術館美術資料収蔵委員会コレクション部会

を開催いたします。私は、東京都生活文化スポーツ局文化振興部文化施設担当統括課長代

理の渡辺と申します。議事に入りますまで司会を務めさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 まず初めに、東京都生活文化スポーツ局文化施設改革担当部長の石井より御挨拶を申し

上げます。 

石井文化施設改革担当部長：皆さん、おはようございます。東京都生活文化スポーツ局

文化施設改革担当部長の石井でございます。 

 本日は、皆様お忙しい中、本委員会に御出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

 東京都現代美術館では、幅広い現代美術を体系的に収集、保管、展示する施設として開

館いたしまして、多彩な分野を横断する国内外の現代の創造活動を積極的に取り上げまし

て、美術の現在を捉える様々な活動を展開してございます。 

 本年も引き続き、コロナ禍の影響も受けてございますけれども、感染防止対策を徹底い

たしまして、また、オンライン等も活用して、そうした発信も活用しながら工夫して各種

事業を実施しているところでございます。 

 今後も、当館の企画力、発信力を生かし、オンラインの活用も含め、日本の現代美術を

広く国内外に発信する施設としていきたいと考えてございます。 

 本日は、御提案いたします作品資料につきまして、当館に収蔵する資料としてふさわし

いものであるかどうか、専門的観点から忌憚のない御意見を頂戴したいと考えておりま

す。 

 簡単ではございますが、御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：それでは、本日御出席いただきました委員の皆様を御

紹介させていただきます。私の向かって左の席から御紹介させていただきます。 

 青野和子委員でございます。 

青野委員：よろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：大谷省吾委員でございます。 

大谷委員：よろしくお願いします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：児島薫委員でございます。 

児島委員：児島です。よろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：冨田章委員でございます。 
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冨田委員：冨田です。よろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：沼田英子委員でございます。 

沼田委員：よろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：なお、堀元彰委員は、本日御欠席という御連絡をいた

だいております。 

 続きまして、事務局職員を御紹介いたします。 

 東京都現代美術館副館長の茂木でございます。 

茂木副館長：どうぞよろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：東京都現代美術館事業企画課長の丹羽でございます。 

丹羽事業企画課長：どうぞよろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：東京都現代美術館事業係長の岡村でございます。 

岡村事業係長：よろしくお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：どうぞよろしくお願いいたします。 

 次に、お手元の資料の御確認をお願いいたします。 

 まず、会議次第がございます。 

 次に、資料１から資料５までの資料及び評価表がございますので御確認ください。 

 まず、資料１としまして、東京都現代美術館美術資料収集方針がございます。その次

に、ダブルクリップで留めてありますけれども、資料２、令和４年度第１回東京都現代美

術館収集候補作品一覧表、続きまして、資料３、作家・作品説明書、これに別紙としまし

て、Ａ３の１枚ものの資料で、横尾忠則作品一覧というものがつけてございます。あと資

料４、東京都現代美術館美術資料収蔵委員会設置要綱、次に資料５、コレクション部会委

員名簿、最後に、コレクション部会評価表がついているかと思います。よろしいでしょう

か。不足ございませんでしょうか。ありがとうございます。 

 配付いたしました資料につきましては、委員会終了後に回収をさせていただきますので

御了承ください。 

 それでは、議事に入ります前に、まず、委員長の選任をお願いしたいと思います。当部

会の委員長については、委員の方々の互選で定めることになっております。いかがでござ

いましょうか。 

沼田委員：冨田委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

渡辺文化施設担当統括課長代理：それでは、冨田委員にお願いしたいと思います。皆様

の御同意を得ましたので、お願いしたいと思います。 

冨田委員長：それでは、皆様、御推薦をいただきましてありがとうございます。本会の

委員長を務めさせていただきます冨田でございます。よろしくお願いします。円滑な議事

進行に御協力いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 では、早速議事に入りたいと思います。 
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 まず、部会の公開について、事務局より説明をお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：当部会の公開について説明させていただきます。 

 当部会は、東京都現代美術館美術資料収蔵委員会設置要綱第10の規定により、原則公開

となっております。 

 しかし、資料収集決定前の段階で対象資料の詳細を公開することにより、現在の作品資

料所有者に不利益を生じさせるおそれがあること、また、資料の現物確認については所有

者から説明の参考用に借用していることから、委員会当日の段階では議事内容は非公開と

することが適当と考えております。 

 なお、議事内容については、作品資料収集決定の後、議事録の公開を予定しておりま

す。公開に当たって、委員の皆様には個人情報など公開に差し障りがある内容がないか、

追って確認させていただきます。 

 非公開とするには、同要綱第10、第１項（２）及び第２項（２）の規定により、部会で

の決定が必要になりますので、皆様でお諮りいただければと思います。 

 それでは、冨田委員長、よろしくお願いいたします。 

冨田委員長：では、作品資料収集部会の公開の是非についてお諮りいたします。 

 ただいま事務局から本部会については非公開が適当との意見がございましたが、皆様、

いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と声あり） 

冨田委員長：それでは、異議なしということでございますので、本部会は非公開とし、

後日議事録を公開させていただくことにいたします。 

 では、収集候補作品の説明を事務局からお願いいたします。 

茂木副館長：それでは、候補作品について御説明いたします。 

 本日お諮りする作品は、購入１件、制作委託２件、寄贈46件です。詳細は、事業企画課

長の丹羽、事業係長の岡村及び担当学芸員から御説明いたします。 

丹羽事業企画課長：では、まず作品の収集方針についてお示ししたいと思います。資料

１を御覧ください。 

 こちらのほうに21世紀の美術文化を担う当館の作品の資料方針というものを定めており

ます。首都東京、国際都市東京の美術館にふさわしい美術作品、資料の収集を図るという

ことをお示ししております。 

 まず、１に収集の基本的な考え方として５項目記載してございます。２に、収集の対象

及び分野という項目がございます。こちらは、後ほど資料２を御覧いただくときに、どの

収集方針に当てはまって作品を選定しているかというところの御参考にしていただければ

と存じます。 

 では、この後、具体的にこちらの会場でざっと今回お諮りする作品の説明をさせていた

だいて、その後、場所を移しまして、作品の実見をいただきながら詳細について御説明を

申し上げたいと思っております。 
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 では、作品の細かな、ざっくりとですけれども、説明について事業係長の岡村より御説

明申し上げます。 

岡村事業係長：岡村でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、収集候補作品について、概略をお話しさせていただきます。お手元の資料

２、収集候補作品一覧表と、資料３、作家・作品説明書を併せて御覧ください。 

 まず最初に、購入作品の１番は、横尾忠則の2021年の絵画《霊妙な得》でございます。 

 こちらは、2021年に当館で開催されました横尾忠則の大規模な回顧展「ＧＥＮＫＹＯ 

横尾忠則」展のために制作された絵画で、個展開催時点での最新作として、展覧会場の最

後に展示された作品ございます。 

 横尾忠則につきましては、二度にわたり当館で個展を開催するなど、非常に関わりの深

い作家として、既に26作品及び二次資料等で34件、計60点を収蔵しております。 

 最初の大規模な個展「森羅万象」展を開催した2002年以降も、テーマやスタイルの変転

を重ねながら、旺盛に制作活動を続けてきた横尾さんが80歳代半ばにしてたどり着いた境

地を象徴する作品として本作を新たに収蔵できればと考えております。 

 また、この後、寄贈案件のほうでも説明いたしますが、「ＧＥＮＫＹＯ」展開催及びこ

の作品の収蔵に併せて、これまでの寄託作品を含む多数の作品の御寄贈、お申出をいただ

いております。 

 今回の購入候補作品としましては、この１点のみでございます。 

 続きまして、今回はコミッション、いわゆる制作委託となる作品２点の候補がございま

す。 

 リストの制作委託の１番と２番、いずれも池内晶子によるインスタレーション作品で

す。池内さんは、絹糸を空間の中に配した繊細なインスタレーションで知られている作家

です。当館では、2011年に「ＭＯＴアニュアル」に参加いただき、昨年には府中市美術館

で個展が開催されました。今回は、展示する空間に合わせて可変する２種類のインスタレ

ーションについて、それぞれ詳細な指示書を納品いただくという形での収蔵を想定してお

ります。 

 参考資料もついております。こちらと併せまして、後ほど担当より詳細を説明させてい

ただきます。 

 今回は価格規模も含めた作品の概要を確認いただき、購入に向けた制作委託にふさわし

いかどうかの御判断を伺った上で、収蔵を前提に具体的な指示書の完成を作家に依頼いた

します。 

 続きまして、寄贈案件でございます。寄贈１から30までの横尾忠則作品、30点につい

て、先ほどの2021年の絵画《霊妙な得》購入の機会に合わせまして、作家御本人から御寄

贈のお申出をいただいております。このうち１番から10番までが、1991年から2001年まで

に手がけられた油彩またはアクリル絵の具による絵画作品です。 

 これらは前回、2002年に「森羅万象」展を開催した後、新規収蔵の予算が当館のほうで
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なかったために、作家の御厚意により寄託を受け、以後、コレクション展等で活用してき

たものでございます。 

 11から20まで、こちらは1960年代後半のシルクスクリーンによるポスターです。こちら

も御寄託を受けて展示活用をこれまで当館のほうでしてきたもの、こちら一式を御寄贈い

ただきます。 

 21から25までは、横尾さんの1980年代末の鮮やかな蛍光色を用いたシルクスクリーンに

よる版画連作です。 

 26から30までは、2021年の「ＧＥＮＫＹＯ」展のために、複数の旧作を原画として、プ

リマグラフィという技術を使って刷った版画に、今回、作家自身が直接加筆したものとな

っております。 

 以上、30点が作家御本人からの御寄贈となる横尾忠則作品です。 

 加えまして、31は、横尾さんが表紙のデザインを担当した漫画雑誌『週刊少年マガジ

ン』の現物一式でございます。 

 こちらは「ＧＥＮＫＹＯ」展に出品するために集めたものを主催に加わっていただきま

した朝日新聞社様より御寄贈の申出をいただきました。 

 横尾さんについては、領域横断的な活動の一端を示す資料としまして、オフセット印刷

によるポスターや、ジャケットデザインを手がけたレコードなども既に収蔵しております

ので、こちらの漫画雑誌表紙も二次資料として収蔵し、併せて展示活用を今後できればと

思っております。 

 参考資料としまして、作家・作品説明書とともに、Ａ３サイズの表をお配りしておりま

す。こちらは、既に収蔵された横尾作品と、今回収蔵候補となります作品を制作年代とテ

ーマに沿って分類したものです。黄色く塗りつぶされたものが今回お諮りする作品となっ

てございます。 

 今回の収蔵が成立いたしましたならば、これまで寄託いただいていた作品は全て収蔵作

品となり、直近の作品《霊妙な得」の購入と併せて、長期かつ多岐にわたる横尾忠則さん

のお仕事を様々な角度から紹介する展示構成が今後可能になると考えております。 

 横尾忠則さんの御寄贈についてはここまででございます。 

 続きまして、32番、33番は、画家、野見山暁治さんの絵画作品でございます。野見山暁

治さんは、1920年生まれ、100歳を超える御高齢ながら、現在も制作を続けておられ、非

常に長い画歴をお持ちですが、当館では、これまでまとまった展示の機会などの御縁がな

かった作家さんのお一人です。 

 今回、初めて収蔵をお諮りする機会となりまして、まず、ヨーロッパから帰国したばか

りの1965年に発表した後、長らく作家のお手元にあった１点と、地下鉄銀座線の駅に2019

年に設置されたステンドグラスのために描かれた原画１点という新旧２点の御寄贈をお申

出いただきました。 

 なお、32については後ほど御覧いただくときにお分かりになるかと思うんですけれど
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も、御寄贈に先立ち、今回、先方で修復を既に済ませていただいておりますので、非常に

鮮やかな色がよみがえっているのが御覧いただけるかと思います。 

 続きまして、34から42までは、個人コレクターの方からのまとまった御寄贈です。こち

らは、資料の記載のとおり、昨年度まで、1990年から長年美術館学芸員として勤務してこ

られ、実は当コレクション部会の委員でもある堀元彰さんより、御自身のコレクションか

ら当館に収蔵するにふさわしいと思われる作品をセレクトして下さったものでございま

す。 

 1990年から学芸員としてたゆまず幅広く作品をリサーチされ、特に2003年からチーフ・

キュレーターを務められたオペラシティアートギャラリーでは、企画展やproject Ｎとい

うシリーズを通じて継続的に若手の、特に平面作家の紹介にも御尽力してこられたことは

皆様も御存じではないかと思います。 

 今回御寄贈のオファーをいただいた作品は、若手作家の支援の意味も込めて、ほぼそれ

ぞれ初出時に購入されたもので、一般的に作家としての評価がまだ定まり切らない20代か

ら30代始めの頃に制作されたものが多いです。これらは優れた作品であっても公立美術館

ではなかなかリアルタイムには購入しづらく、また、後から購入しようと思ってもよい物

ほど入手が困難な希少な作例となっています。 

 内訳としましては、34、こちらは2006年に当館に寄託され、コレクション展でも既に活

用してきた加藤美佳の代表作《カナリヤ》でございます。 

 続いて、39までが佐藤翠、須藤由希子、川原直人、長井朋子、名知聡子らによる絵画作

品、これらは当館ではまだ収蔵例の少ない2000年代以降の絵画動向の参照点となる作品で

す。 

 加えて40が、当館で2020年度に、2007年から2011年にかけて制作された作品を新規収蔵

いたしました画家、長谷川繁の1990年代半ばの作品、１点でございます。 

 さらに、41が、南隆雄による実写映像をデジタル加工した詩的な映像作品、また、42と

して、シンチカ、これは久門剛史さんほかの、結成当時、京都市立芸術大学の学生だった

５人の作家が結成したクリエイティブ・ユニットでございますが、このシンチカというグ

ループによるアニメやファミコン、ネット文化の影響が反映されたポップな映像作品、こ

ちらを加えまして、以上絵画７点、映像２点の計９点が堀氏からの御寄贈となります。 

 なお、42と43は、発表時にエディションつきのディスクをパッケージしたものとして購

入されていますが、オリジナル媒体とて磁気ディスクしかないのは保存性が低いため、今

回、それぞれの作家に当館への収蔵決定に際しては、マスターデータとしてのデジタル素

材を新たに御提供いただき、併せて展示及び保存継承のために複製する許可をいただくこ

とになっております。 

 続いて、43と44、こちらは鈴木ヒラクの平面作品と映像です。鈴木ヒラクについては、

2019年の「ＭＯＴアニュアル」の出品後、異なるシリーズから数点ずつ、計９点及び映像

１件を2020年度に収蔵していますが、これらを収蔵後初めて「ＭＯＴコレクション」でお
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披露目をする際に、参考作品として作家から借用して併せて展示したのがこちらの43番の

作品でございます。横に４枚のパネルを組んだ珍しい作例で、既に収蔵した同じシリーズ

の後の作品と併せて展示することで、作家の技法やコンセプトがすっきりと伝わる展示と

なったことから、ぜひこちらも一緒に収蔵をできればとお申出をいただきました。 

 併せて、「ＭＯＴアニュアル」のときに制作した映像についてもこの機会に収蔵をとい

うことで御寄贈のオファーをいただきました。 

 45、こちらはＭＯＴアニュアル2014年に参加し、その後も活躍している作家、福田尚代

さんより、1992年の大学院修了展に出品された１点についての御寄贈の申出をいただきま

した。 

 回文作家としても知られて、言葉や文字を創作の核として用いてきた作家の、その後の

作品を理解する上でも重要な作品として、既に収蔵した作品に加え、展示活用できればと

思います。 

 最後に46番、中西利雄の素描１点です。中西利雄は、1900年生まれ、ヨーロッパ留学を

経て、水彩画による表現に取り組み、猪熊弦一郎や小磯良平らと新制作協会を設立した画

家です。提案するこの作品は、中西が戦後すぐに新制作派の後輩である彫刻家、吉田芳夫

を描いた素描です。 

 彫刻家吉田芳夫の関連資料を御遺族から図書室に御寄贈いただくお話しのなかで御提案

の中にあったもので、こちらについては図書資料ではなく作品として収蔵し、保存管理す

べきと考えました。 

 当館には、中西の1930年代、40年代に書いたとされる水彩画１件が収蔵されていますの

で、関連として、また、戦後間もない時期の作家の交流を伝える資料として活用ができれ

ばと思います。 

 概略は非常に手短ではございましたが以上でございます。詳細は引き続き、作品を実見

いただきながらお話しさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

冨田委員長：では、この段階で何か御質問、御意見等がありますでしょうか。ございま

したら御発言ください。 

大谷委員：実際に拝見して。 

冨田委員長：よろしいでしょうか。 

 それでは、これから作品の検分を行いたいと思います。 

（委員離席） 

（作品検分） 

（委員着席） 

冨田委員長：それでは、今、一通り作品を拝見しましたけれども、何か御質問等ある方

はこの場でどうぞ。どちらの作品でも結構ですので、作品を指定して御質問をお願いしま

す。 

 じゃあ、児島委員、どうぞ。 
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児島委員：寄贈の11番の横尾忠則さんのコミッションでなく自発的につくられたポスタ

ーですね、有名な作品ですけれども、これはどれぐらい全体で点数があるかというのは分

かっているものなんですか。 

学芸員：当初、展覧会に出品するためにつくったということなんですけれども、例えば

ニューヨークに行かれたときに、それを持参されたとも思いますし、ちょっとどのくらい

の部数をつくられたかというのは私の方では分からないです。ただ、非常に限られた部数

ではないかとは思います。 

児島委員：今までなかったものが入ってよかったと思います。ありがとうございます。 

冨田委員長：ほかいかがでしょうか。 

大谷委員：すみません、参考までに教えてください。映像作品を拝見して、堀さんの御

寄贈の作品です、面白いものだと思うんですけれども、あと、鈴木さんのもそうですけれ

ども、こちらではいつも、さっきディスクでいただいただけではやっぱりその後の保管の

ことが御心配でというお話があって、デジタルデータというのは、こらちではどういう形

式というか、やり方で保存されているか教えていただけると。 

岡村事業係長：デジタルデータの保存については、まだこれをすれば安心という方法は

定まっておりませんので、複数の媒体にデータとして保管するということと、将来的に同

じフォーマットで保管がかなわなくなったときのために、作家さんから変換をしても構わ

ないという許可をもらう、その２点が重要で、それに尽きるという感じです。 

 今は、大きなサーバーで集中管理をするということまでは、点数的にもそこまでのイン

フラ整備をするには至っておりませんので、それぞれに複数の保存媒体に保管しまして管

理をしているという状況です。 

大谷委員：ありがとうございます。うちも割と困っていて、参考までに教えていただけ

ればと思いました。ありがとうございます。 

冨田委員長：ほかはいかがでしょうか。 

沼田委員：池内さんの作品なんですけれども、指示書として購入するというお話です

が、最初のとき作家に展示をしていただく予定とかはあるんですか。 

学芸員：委員会のときにということではなくてですか。 

沼田委員：委員会とは限らず、最初に指示書どおりのインスタレーションを作家自身に

してもらうということは条件に入るんでしょうか。 

学芸員：そうですね。基本的にはその２つのパターンを早いタイミングでは展示をして

もらってというふうに思っています。単に指示書ではなくて、やはりしてみてという。そ

れで、記録も取って。 

沼田委員：作家に展示をしてみていただいたほうがいいと思います。何かそれを映像と

かに収めておかれたほうがいいのかなと思いました。もし何か条件とかにできればそうし

て、その価格の中にそれも入るのかどうかちょっと分からないですけれども、交渉の一つ

にしたほうがいいかなと思いました。 
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学芸員：そうですね。指示書があって展示をしてみるんですけれども、展示をしてまた

ちょっと変わってくるところとかもあると思いますので。 

沼田委員：ですよね。そこでいろいろ相談した結果を反映された最終的な指示書をまと

めるのがよいですね。 

学芸員：そういう意味では、指示書があれば更新していくというところはあるのかなと

いうふうには思うんですけれども、多分来年度に。今年度お諮りする段階では、展示はま

だちょっと難しいかなとは思っております。 

沼田委員：そうですね、こういうシステムですから難しいですよね。 

 こういうタイプの購入は今までしたことはあるんですか。 

岡村事業係長：完全に物も何もなくて、インストラクションだけというものについて

は。 

学芸員：オノ・ヨーコさんのクラウド・ピースですとか、一連のコンセプチュアルな作

品というのは、展覧会をしたのでそのとき物があるものもあったんですけれども、クラウ

ド・ピースについてはそのとき物がなくて、指示書だけでその後、作成したという経緯は

ございました。 

沼田委員：ありがとうございます。 

冨田委員長：ほかいかがでしょうか。 

青野委員：今の池内さんの件なんですけれども、池内さんにとって絶対守ってほしいの

がどこなのかというのを、単にインストラクションの中で数値化できないところのニュア

ンスというんですか、そういったものまでちゃんと聞き取るというか、例えばビデオの前

でお話をいただくとか、担当者の方が代わったり、あるいは作家がいなくなったり、いろ

んな意味でちょっと直接コンタクトができなくなったときに、作家にとって一番肝という

か、大事にしたいことがどこなのかというのは、何らか分かる形になっているといいのか

なと思います。 

学芸員：大友良英さんのレコードの作品もコミッションのようなタイプでつくりまし

て、そのときもどういったことが一番重要で変えてはいけないのかというのをインタビュ

ーなどしたのも残したりしていまして、今回特にやはりそういうふうなことが必要かな

と、確かにおっしゃるとおりだと思います。ありがとうございます。 

丹羽事業企画課長：これまでも、また、これからも恐らく国際的なこういったコレクシ

ョンをしているところとの情報交換をしながらこういう作品の指示書であるとか、映像作

品もそうですけれども指示がついているもの、変換の可能性の有無についてもどこまでが

作家が許可したことなのか、その先もし作家が御存命中ではなくなった場合、また、作品

を管理している先の人間も管理者が代わった場合などについて、美術館はどのようにそれ

を判断したのかというところまで記録に残していくというような活動がやはり求められて

いるんではないかなと思います。 

青野委員：先ほどのデジタルデータの保存ということについてもやっぱり同じことが言
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えると思うんですけれども、映像作品や映像インスタレーション、例えばうちの例で言う

と、束芋さんの作品などがあるんですけれども、彼女も海外の美術館とのやりとりの中な

どで、自分の作品の前で座って、動画でずっとインタビューをされて、こういった場合は

どう考えるかというのをすごい質問、長い長い質問項目があって、それに逐一ビデオの前

で答えるというところまで含めてコレクションをするというような事例もあるというふう

におっしゃっていましたけれども、やっぱりそういうことも大事なのかなと、単に書面に

できないとか、数値化できないところ、図面にできないところなども取っていったほう

が、それがやっぱり今後のお互いのためになるのかなというふうに思います。 

丹羽事業企画課長：以前、日本の映像作家さんのストックホルム近代美術館のコレクシ

ョンをしたキュレーターにお話を伺ったことがありまして、作家へのインタビュー自体が

１週間ぐらいに及んでいたということと、指示書を見せていただいたらこんなに厚いんで

すね。 

 そこまでの人員の配置ができ、経費もあり、そういうふうにやることが望ましいのであ

ろうということは私どもも重々承知しているんですけれども、やはり先ほどおっしゃって

いただいたこれだけは守らなければいけないというところの肝をしっかりとした記録に残

していくことというのをまず第一にさせていただいて、作品を展示する機会をできるだけ

早く設けて作家と確認しながら、そういったものを情報の作品のデータベースのほうにき

ちんとその都度それを加えていくというようなやり方で、徹底的に最初からやるというこ

とがもし難しいのであればそういった形で積み重ねていこうと思っております。ありがと

うございます。 

冨田委員長：ほかいいかがでしょうか。 

 それでは、意見交換に移りたいと思うんですが、まず最初に評価表の記入をしていただ

きたいと思います。その後で意見交換という流れになっておりますので、作品の評価方法

について、事務局から御説明をお願いいたします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：作品の評価方法について御説明させていただきます。 

 お手元にございます評価表を御覧ください。 

 評価表には、今回の収集候補作品が一覧で記載されております。作品ごとにＡ、Ｂ、Ｃ

の３段階で評価していただきます。 

 Ａは収蔵すべきである、Ｂは収蔵してよい、Ｃは再検討を要するという評価になりま

す。Ａ、Ｂ、Ｃいずれかに丸をつけていただきます。 

 委員の皆様の御記入後、評価表を回収させていただきまして、少々お時間をいただきま

して事務局で確認をいたします。 

 評価方法の説明については以上でございます。 

冨田委員長：事務局に確認をしていただいた結果、Ｃ評価がついた作品があった場合

は、後ほどその理由を直接お伺いできればと思います。 

 記入方法について何か御質問はございますでしょうか。よろしいですか。 
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 それでは、記入をお願いいたします。 

（委員、評価書記入） 

冨田委員長：それでは、Ｃ評価が一つもなかったということですので、委員の皆様から

総評を一言ずつお伺いできればと思います。 

 じゃあ、順番で青野委員のほうから。 

青野委員：そうですね、私は原美術館におりまして、ずっと私自身が2001年に個展を担

当させていただいた横尾忠則さんの作品が今回このようにたくさん収蔵の検討に挙がった

ということは、私も非常にうれしく思っております。 

 横尾さんは、やっぱり残すべき作家だと考えておりますので、ぜひここは収蔵していた

だきたいなと。ほかの若い作家たちの作品についても、私自身もずっと見ていた作家たち

が多数含まれておりまして、ぜひ東京都の資産、財産として末永く守っていっていただき

たいなと思う作品に多々出会えたのが今日はとてもよかったです。 

 ウィズコロナの時代と言われていますけれども、本当に見る、私たちは一体何を思って

見るということを定義づけるんだろうかということを皆様も考えていらっしゃると思うん

ですが、そういった中でやっぱり今日オリジナルを見るという体験の重要さについて改め

て実感した次第です。ありがとうございました。 

冨田委員長：ありがとうございました。 

 じゃあ、大谷さん、お願いします。 

大谷委員：いいものをたくさん見せていただきましてありがとうございました。 

 横尾さんの作品、たくさん収蔵できるのは本当すごいなと思います。あと、これだけた

くさんまとめて収蔵できるスペースがおありなのがうらやましいなと思ったりいたしま

す。 

 その中で本当にとてもいいものを選ばれて、これは作家と御相談しながら、あるいは御

寄託されていたという経緯もおありだと思うんですけれども、たくさんお描きになってい

る横尾さんの中からでもすごくいいものを選ばれているなという感じがいたしましたの

で、とてもすてきなことだと思います。 

 それから、池内さん、池内さんも私、実は最初の個展から割と見てずっと気をつけて見

ていた方なんですが、毎回個展を拝見するたびにうん、これはやっぱりその場限りの作品

だなと思いながら拝見していたのを収集するというすごくチャレンジングな試みだと思い

まして、これは本当うまい具合に作家さんと詰められていい収蔵の仕方ができたらいいな

というふうに期待しています。 

 あと、それから、堀さんがこんな大コレクターだということを私、全然存じ上げません

で、本当にそれぞれの作家さんの初期のいいものを、本当に選びに選んで持っていらっし

ゃって、しかもこんな大きいの、ちょっと驚いております。それで、それがこういう形で

多くの人の目に触れるような形で収蔵されるというのはすばらしいことだと思うんです。 

 ただ、一方でこの収蔵によって作家さんのところにお金は全然入ってこないということ
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もあり、皆さん、いい作家さんばっかりですので、今後この作品と関連する作品について

購入も御検討されていったらいいんじゃないのかなというふうに思いました。 

 という感じが私の感想です。よろしくお願いします。 

冨田委員長：ありがとうございます。 

 じゃあ、児島さん、お願いします。 

児島委員：私も横尾忠則さんの作品がこのようにまとまって収蔵できるのはとてもよい

と思います。それに初期の代表的なグラフィックの作品はもう収蔵されているのかと思っ

ていたんですけれども、寄託だったということでとってもよい機会だったと思います。 

 それから、野見山暁治さんの作品が入ったということは、これもとてもよかったと思う

んですけれども、回顧展に出品されなかったほど初期の作品と、非常に最近の言わば晩年

と言っては失礼ですけれども、作品になってしまっていて、しかも新しい作品はステンド

グラスのための作品ですので、やはりその間の作品がぜひ収蔵していただいたらいいと思

って拝見しました。 

 以上です。 

冨田委員長：ありがとうございます。 

 じゃあ、沼田さん。 

沼田委員：私も横尾忠則さんの作品がまとめて正式に収蔵できるということはとてもう

れしいことだと思います。展覧会を開催して、そのときに生まれた最新作を購入という形

でまた収蔵されたという意味もとても大きいのではないかなと思います。本当に横尾さん

の長い画業の中でたどり着いた一点ということで、こちらを購入という形で収蔵されたと

いうことなのかなと思います。 

 それから、池内さんの作品につきましても、先ほども御指摘ありましたけれども、こう

いう収蔵が非常に難しい作品だけれども、美術作品として非常に貴重というか、いろいろ

な人にも与える影響の大きな作品ですので、この後も長く美術館で展示ができるような形

で収蔵されていくという試みはとてもチャレンジングだと思います。それをまた購入でと

いうふうにお考えということですので、この後の作家さんといろいろと御相談を詰めて、

ぜひいい形に結実してほしいなと思います。 

 なかなか公立美術館では作品購入が難しいところも多いんですけれども、こちらの美術

館はいつも購入ですばらしい作品を収蔵されていることにとても感銘を受けております。

これによって作家の方も勇気づけられるところもあると思います。こういう営みを続けて

いただけると美術界全体の活性化にもなると思いますので、よろしくお願いいたします。 

冨田委員長：ありがとうございました。 

 私からも一言、横尾さんについては、これまでの作品を含めた一覧表を拝見すると、本

当に横尾さんの全画業をたどれるようなすばらしいコレクションになってきたと思いま

す。横尾さんの全体像が分かる展示は関西に行かないと見られないというのは非常に残念

なことですので、東京に一つこういう大コレクションがあって、非常にすばらしいことか
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なというふうに思います。 

 それから、池内さんについては、実際の物がないという非常に異例の収蔵のスタイルで

はありますけれども、ぜひ何か今後のモデルケースになるようなきちんとした形にしてい

ただいて、逆に今後そういうのを収蔵したいんだけどというときに問合せが来るような、

そういうところまでしっかりやっていただけると、美術館のためにも非常にいいんじゃな

いかなと思います。 

 あと、堀さんのコレクションには私ものけぞった一人でございますけれども、そんな豪

邸に住んでいらっしゃったのかというような、これは冗談ですけれども、大変本当にすば

らしいコレクションで、それをまた寄贈されるということも大変すばらしいことだなとい

うふうに思います。 

 ほかの作品も含めまして、今回も非常に充実した収蔵が計画できていると思いますの

で、ぜひこれを本当に続けていっていただきたいなというふうに切に願っております。 

 それでは、全員からの総評をお話しいただきましたので、今の意見交換を踏まえて、も

し評価表の内容を変更したいというふうに感じた方がいらっしゃれば挙手をお願いしま

す。これからまだ変更ができるそうですので、よろしいでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 それでは、意見交換を終了いたします。 

 ほかに何か今回のこの作品についてではなくて、何か御発言がもし、収集等に関してあ

りましたらお伺いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。よろしいですか。 

 では、これをもちましてコレクション部会を終了いたします。委員の皆様、御協力あり

がとうございました。 

 それでは、事務局のほう、どうぞよろしくお願いします。 

渡辺文化施設担当統括課長代理：冨田委員長、どうもありがとうございました。 

 委員の皆様におかれましては、今後とも東京都及び東京都現代美術館への御指導、御支

援をよろしくお願い申し上げます。 

 冒頭にて御説明させていただきましたけれども、本日のコレクション部会の議事録につ

いて、改めて申し上げます。 

 当部会の議事録は、資料収集決定後公開を予定しております。事前に内容の確認のため

御連絡をさせていただきますので、その際はよろしくお願いいたします。 

 また、お配りしました資料一式は回収いたしますので、机の上に置いたままにしていた

だければと思います。 

 これをもちまして令和４年度第１回東京都現代美術館美術資料収蔵委員会コレクション

部会を終了いたします。 

 皆様、ありがとうございました。 

午後０時11分閉会 

以上 


